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科目名 
 

文学研究技術論 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

植田 麦 

授業テーマ 
 「日本書紀私記」を使用した、国文学研究の基礎能力養成 
授業の概要と目標 
 この授業では、これからの学生生活において必要となる、データベース構築の方法・基礎文献の扱い方・レジュメの構成につ

いて学びます。 

評価方法 
 授業の出席日数（40％）と平常評価（60%）などを総合的にみた上で評価します。 

テキスト 
 岩波文庫 日本書紀（１） 

著者 
 坂本太郎 

出版社 
 岩波書店 

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
 「日本書紀私記」はもっとも古い「文学研究」の断片である。奈良時代、『日本書紀』の完成からほどない時期より、それを

いかに読むか、あるいはいかに解釈するかが論じられ始め、平安時代には宮中において博士が受講者を対象として『日本書紀』

の講義を行った。その記録が「日本書紀私記」である。これは以後のいわゆる「中世日本紀」への回路ともなりうるものであっ

た。 
 この授業では、オリジナルの『日本書紀』と「日本書紀私記」との距離を見定めることを目的としたい。 
 

第一回 テーマの説明と基礎事項の確認 
第二回 データ入力（１） 
第三回 データ入力（２） 
第四回 資料の利用（１） 
第五回 資料の利用（２） 
第六回 研究の手順 
第七回 演習発表（１） 
第八回 演習発表（２） 
第九回 演習発表（３） 
第十回 演習発表（４） 
第十二回 演習発表（５） 
第十三回 演習発表（６） 
第十四回 演習発表（７） 
第十五回 演習発表（８） 

 

 


